
 

 

 

平成２１年度の輸送実績（速報） 
平成２２年４月 

 
１．輸送概況 
 平成 21 年度は、7月に「中国・九州北部豪雨」による輸送障害が発生したほか、10 月には非常

に強い勢力の台風 18 号の上陸、さらに 12 月から 3 月にかけて北陸・信越地方を中心として毎月

のように大雪による輸送障害が発生したことから、年間を通じ、高速貨 1,088 本、専貨 33 本が運

休した。 

 荷動きについては、前年度下期からの国内外の景気低迷の影響を受け、大規模な減産、消費の

冷え込みが継続し、上期中は極めて低調に推移した。1 月以降は、アジア地域の景気回復に伴う

輸出産業等の生産活動の回復によりゆるやかな増加を見せたものの、年間を通してみると前年を

大きく下回る結果となった。 

 コンテナ貨物は、農産品・青果物、自動車部品、紙・パルプ、化学工業品、積合せ貨物など、

すべての品目が前年を大きく下回り、年度全体では前年比 91.8％となった。自動車部品、紙・パ

ルプ、化学工業品などは、上期の大幅な減産の影響を受け大きく減送となった。また、農産品・

青果物は政府米が大きく減送となった。 

 車扱貨物は、石油が前年を上回ったものの、セメント・石灰石が前年を下回り、全体では 98.0％

となった。石油は、前年価格が高騰し消費が大幅に減少した反動に加え、揮発油が高速道路通行

料金のＥＴＣ割引拡大に伴う長期連休期間の需要が拡大したことを受け前年を上回った。一方、

セメント・石灰石は、工場の減産及び一部顧客の輸送中止により減送となった。 

 

２．輸送実績 
（単位：千ﾄﾝ、％）

種別

扱別 本年実績 前年実績

コンテナ 20,358 22,178 91.8%

車    扱 10,690 10,905 98.0%

平成21年度
前年比

 
 
３．品目別輸送実績表 

（単 位 ：千 ﾄﾝ 、％ ）

扱   別 品      目 本 年 度 実 績 前 年 度 実 績 増 減 前 年 度 比

農 産 品 ・青 果 物 1 ,9 9 2 2 ,3 2 1 - 3 2 9 8 5 .8 %
化 学 工 業 品 1 ,9 1 6 2 ,0 3 8 - 1 2 2 9 4 .0 %
化 学 薬 品 1 ,4 9 7 1 ,5 3 2 - 3 5 9 7 .7 %
食 料 工 業 品 3 ,2 2 4 3 ,3 5 3 - 1 2 9 9 6 .2 %
紙 ・ パ ル プ 3 ,0 5 9 3 ,4 7 8 - 4 1 9 8 8 .0 %

コ ン テ ナ 他 工 業 品 1 ,5 0 1 1 ,6 6 7 - 1 6 6 9 0 .0 %
積 合 せ 貨 物 2 ,2 3 1 2 ,4 0 6 - 1 7 5 9 2 .7 %
自 動 車 部 品 70 9 7 6 9 - 6 0 9 2 .2 %
家 電 ・情 報 機 器 41 4 4 1 9 - 5 9 8 .8 %
エ コ 関 連 物 資 35 7 3 7 1 - 1 4 9 6 .2 %
そ の 他 3 ,4 5 9 3 ,8 3 0 - 3 7 1  9 0 .3 %
コ ン テ ナ 計 20 ,3 5 8 2 2 ,1 7 8 - 1 ,8 2 0 9 1 .8 %
石 油 7 ,2 2 6 7 ,1 8 0 4 6 1 0 0 .6 %
セ メ ン ト ・石 灰 石 1 ,2 8 3 1 ,4 0 4 - 1 2 1 9 1 .4 %

車      扱 車 両 1 ,0 5 9 1 ,0 7 7 - 1 8 9 8 .4 %
そ の 他 1 ,1 3 7 1 ,2 4 5 - 1 0 8 9 1 .3 %
車 扱 計 10 ,6 9 0 1 0 ,9 0 5 - 2 1 5 9 8 .0 %

（車 扱 の 品 目 別 輸 送 量 は 社 線 発 送 トン 数 も含 む 数 値 、本 年 度 は 速 報 値 、前 年 度 は 確 報 値 ）

 


